
†医藤と相談の事業

医療サービスは毎朝午前6時から､競労現場に医療箱

を携行して､労務者の求めに応じ､軽い負傷の手当や施

薬をはとこしている｡季節的に､冬期の清盛季節には､

患胃薬は不足するほとであるが､夏期患労務者が裸や薄

着で就労するので.外傷の手当と胃腸障害による施薬に

忙殺される｡早朝紹介か終了して､午前9時から､セン

ターの厚生部で行はれる手当と教案や医療相談は､労働

者の集合が多くなる夏期時分から､取扱数が多くなり､

年末を越すと､就労数の低下に同調して､取扱数も下向

して行くが､年間を通じて見た医療サービスは別表の通

り年々上昇し､灘こ昭和41年度から急激に増加してい

るo即ち､昭和-I_2年の取扱総数は､ 32.530名で昨年度の

28.338名に該へ4,192名の壇となっている｡さらに42

年度の取扱数は､昭和40年度の縁類の約3樹こあたって

おり､純増分4.192名は実に昭和40年度の5ケ月取扱数

に相当する｡本年度の増加を取扱いの区分､パスとセン

ターで見ると､パスの取扱よりもセンター厚生部での取

扱が､医療紹介を含めて多くなっている｡こうした取扱

の増加は､この愛隣地区に労務者の流入が増加､益々こ

こに停留して人口が増加するのか原因とみなされ　こ

とに昭和41年より急に増加した取扱数は､万国博覧会の

建設をあてこん1㌔はげしくなった労務者の移動流入を

物語るものと推定される｡

簡単な手当ですまない内科外科の患者は､すべてセン

ターの依頼券で.今宮診療所へ紹介しているが､他の病

科については､予算の榔肘もあって､眼科歯科にかぎ

り､他の尋問医に紹介することにして､患者の全都､ま

たは一都の医療を負担ている｡

なお､パトロール刺こ依頼する擬送は､路上の行倒れ

を見つけた労務者の申出や､暴力による負甥で急を要す

る場合､労務者自身の申出による急患の処理のほか､悪

質なものになると､現場飯場からの重病人の持込み､ま

たは出産寸前の妊婦の持込まであって､およそ他所では

考えもつかないパトロール鍛送を也元警察署や消防署に

依頼するケースである｡この搬送数も､昭和41年度の4

名から42年度は45名にのぼっている｡

上記の通り､医療取扱い畳は､ 2年前に較べて約3倍

にばね上っているが､これに従事する職員数は､定員5

名がすえ置かれて､職員の取扱能力も今日既に限界であ

る｡

医療と相談取扱状況

Ⅵ年末友の会の貯金
毎年未になると､仕事が減少して､日雇労務者がアプ

レて､その動向が地域の治安に結びついているところか

ら､年末越年の対策が既係行政機関､施設などによって

話せられる｡労働福祉センターが､数年このかた日雇労

務者に提唱してきた年末友の会の貯金奨励や無料宿泊の

世話も､その一連の対策である｡この友の会貯金という

のは､正月越年を目的に､日雇労勅書が日々穣いた日銭

のなかから､一定金額(昭和40年より200円)を厚生部

に演立てて､ 30日に6,000円を貯め､これで仕事のない

大晦日､正月の3ケ日の生活を自力で送ることが出来る

ように､センターが昭和37年の碁から労務者に呼びかけ

たものである｡この6,000円にセンターは1割(38年は

2割)の奨励金を付加した上､石鹸､タオルなどをおく

って貯蓄心をたかめることにつとめて来た｡昭和42年度

は一枝に労働賃金が､平均100円～200円ぐらいアップ

したのを考慮して､従来の積立日額を200円から300円

に引上げ､積立期間も30日から20日間に短編したが､そ

の語立成績′ま別表の通り前年とほぼ同額の貯蓄を達成し

ているo　なお労務者の貯蓄心の程度について､ 42年度

の積立｢友の会｣の申込者3湖名に対し頚査したところ

現在貯蓄の有無は下記の通り､ 69 %が無し､ 31%があ

いりん貯金などをしていることが答えられた｡すなわち

339名車あいりん銀行に貯金が95名(28%) ､郵便貯金

7名(2%) ､銀行貯金2名(1%となっている｡

Ⅶ求職登録11,017名

｢登録｣の目的は､小就労の適正をはかろ参考資料と

する､ (2)労働者の負傷または死亡等事故の場合の連絡

先､本籍地等の確藷､ (3旧居労働者失業保険､同健康保

険の適用の準備､ (4) ｢たずね人｣相談における写真の照

合､ i5)センターの医療サービスを利用する手段とするな

どである｡他方｢登録｣カードが一種の｢身分証明書｣

として,労働者と求人者の問で通用している｡労働者は

求人者の信用を得るために使用し､求人者は労働者に登

録を勧めろことによって,会社寮､飯場内における盗難､

傷害事件等の犯罪防止の一助としたり､その他の労務笹

理の上にも活用している｡

ところで年々登録労働者の増加こより､総登録労働

者数がほう大となり発行事務および再発行事動繋雑化

してきた〇そこで昭和42年度からは医療サービスを利用

する手段としてのみの登録制度を削除することにした｡

掃湾咽

さて､登録労働者数はセンター利用者の増大とと部こ

増し､昭和38年度2,221名､剛9年度1.748名､剛0年度

2,441名､同41年度2,778名､同42年度1,824名となり､

同42年度末現在総登録者数は11.017名に逢した｡昭和42

年度は上記の事情により､新規登録者は例年より減少し

ている｡

以下の資料は､ JK6000～,係:9999､ JKA i ～,KAIO18の

5,018名の分である｡出身別で見ると､例年通り大阪府出

身者が他府県出身より非勧こ多いことが目立つ｡これは

受付上､ただの身寄りの連絡先であったり､出身地に連

絡先もなく､本籍も明かしたからず､大阪で数年働いて

いる場合､出身地を｢大阪｣とするものが多いことによ

るものと考えられる｡これに次いで多いのは､福岡県出

身者であり､これは炭坑合理化の影響もあること､見捨

てがたい理由であろう｡しかし,この楢加傾向は数年前

より小さくなってきている｡

福岡の次は､兵庫､鹿児島､熊本､愛媛､広島､東京

の順になっており､東京をのぞくほがまいずれも近畿以



西の府県である｡また､これらの府県はいずれも5.018

名車100名以上の出身者を数える処である｡少しずつ出

身者の増加がみられる処は滋賀､京都､鹿児島､宮崎､

東京､福島､大分､奈良､石川､沖縄､長野､山梨の各琉府県

であるoこれらのうう東京､京都をのぞけばほとんどが

農業県であり､挫村出身者の増大化傾向がみられる｡

あいりん地区内の主として筒易宿泊所に起居する居色

別では､分布図に明らかなように､東大館町を中心に､

西入船町､東萩町､海道町､甲岸町､東田町等､約0.6

2km2のせまい場所にほとんどの労働者が居住してい

る｡このような分布を構成する要因は､もちろん東大船

町を中心に収容人員の大きい簡易宿(ドヤ)が密集して

いることにある｡なお別に､飯場を転々と移り働く労働

者､たまにはドヤにも行かず｢アオカン｣する労働者も

あって､当センターを住所(郵便物等の受付け)として

いるものが若干はある｡

登録労働者の内､動労可能年令と思われろ20才から40

才代のしめろ割合は､89%であり､その内20本30才代が

70%をしめていろ｡また､ 40オから60才代の労働者のし

める割合は28%であり､ 20才､ 30才代のしめる剖合いが

激増している｡

これには､次の理由が上げられよう｡ (1)重労働という

職種が苦い年代の労働者を要求し､老齢者を排除してい

ること､ (2厘労働と不安定賃金による生活苦のため､様

々な事故や疾病等により労働不能になったり､あるい

紫只逮鍛冶の居住別分布図

●一書 〟" �4R�6ﾔｨ+��貲GB謦�ｻ��}��ﾒ��.r��靈����ﾔｸ�ﾈ�ﾇ"�｣B�:~ミミミ 

I Eg / 
桑 

I,,,r 

は､纂外若死にしていることが推測されること､ (3)壁村

出身者の若い半失業音の流入などが考えられる｡

求人事業所946

迎えのバスなど最大130台

現在センターの就労あっせんは､新今宮駅前の国道尼

乎線の路上の一画を利用して行われているが､早朝の現

場の借景は､数年前とはすっかり様相が変っている｡数

十台の求人草稿､数千人の労働者､それに露店の食堂な

どが､ひしめきあって活気に満ち､この地域が､スラム

としてのイメージから労働者の巨大な街へと脱皮しつつ

あることを示している｡求人者と求職者が､このセン

ターの青空奇瑞で.相互に選択しあえる便利さが､こ

こを日雇労働者の大きな供給源一労働市堤として発展さ

せていっているのであろう｡現在では求人する同一資本

~にとって､この労働市場は重宝な､そして専業を遂行

する上でどうしても必要なものとなってきているの-轍ま

なかろうか｡

昭和42年度の求人数は､センターを通していったもの

だけでも70万.この外にセンターに届けないが､この寄

後耽り

場を利用して求人をしてゆく職人グループや､親方に頼

まれて労働者が作ってゆく手を加えると､その敬は優に

100万をこえろものと思われる｡

このように数多くの日雇労働者が､この地域から､と

きには社外工､下請工の形をとって港湾荷役に､倉庫運

輸､建設､製造の諸現場で現役労働者洋の重要な一部と

して働きに行っているのである｡

ここで､これら日周労働者を求人する専業所について

若干のべてみたい｡昭和42年度中に､この労向市場を利

用して､センターに届け出て日展労働者を求人していっ

た事業所の数は､実に946事業所にも及んでいる｡

なお､このほか､住込飯堤の求人が､今年度ぼ270奪

楽所､常用､臨時工などの求人事業所が56件あった｡

上記日雇労胸着の求人事業所を菜産別に分けると別表

のごとぐなり､建設業が圧倒的に多いのが注目されるo

もっとも､この事業所敦の中には､ 00迫などと草葉

所の名前を使っていても､アパートに住む身体一つの導

某所で.人夫の手を作るだけのもの､いわば人夫供給業

的な(厳密に云えは職安法.労基法にふれるような)事

業所i,含まれていろ｡この様に経済的基盤のきわめて弱

い零細球楽所が多いだけに､倒産､蒸発する｢うたかた

｣のような事業所が出てくるのは当然であろう｡

なかでも建議に射ては､その倒産件数が別表の如

く､昭和39年以降急激な増加を見せており､ 42年には1,

79蛸にも遷して､史上最高を記録している倒産件数の

中の大きな部分を占めているoこのことは一面では建設

案界の新陳代謝の赦しさを物語っているものと云えよ

う｡参考までに､大阪の建設業協会の会員数は､大臣.

知事登録を合わせ11 1･119事業所(42年12月現在)に

もなる｡

この1年間で.日雇労働者の求人の最も多かったElは

8月7日の3.340名であったが､最多求人数を業種別に

みてみると､港湾運送業では8月4日の65件l･531名､

陸上運送業では10月19日の3羅396名､建設業では7月

19日の67件1,510名､製造業では11月1軸の4摘879名で

-㊨:言霊言霊器誓慧霊誤認
てもよい｡しかし､それぞれの事業所がこの1年間で~

番多く日雇労働者を求人した数を総合計すると､この数

を大巾に上回ることiま明らかであり､日雇労働者の潜在

的需要の大きさは想鮫に難くないし､この地域にはそれ

を供給しうろだけの労働力のプールもなされている｡

求人の現楔は年々増大してきており､ 1日50人以上の

求人をしてゆく専業所の数は21事業所にも及び､しかも

その中の半数は､ 100人の求人の実績をもつ事業所でも

ある｡ 10人以上50人未満の求人をしてゆく事業所は125

専業所､残りはLO人未満の求人をする事業所で･その多

くが､一人親方の各謡手元,および左官､大工､鳶､熔

接工､運転手などの接続労働者の求人である｡

上記事業所の所在地を地鰯IJtこよると､別表の如くな

り､当然のことながら､大阪市内が709事粟所,全体の

約7割に及んでいる｡一方､遠く京都､神戸､奈良､和

歌山などからも求人に来ていることば､日雇労働者の供

i●　給源として､この労師易が広く注目されてきているこ

とを示すものと云えよう｡

次に､これらの事業所が雇用した日雇労働者を､どの

ような現場で働かせているかをみてみたい｡求人に来た

事業所自からの現境で囁かせることは､その多くが幾段

階目からの下請業者であることから､きわめて少く､そ

の殆んとが､元講業者の現蛤で働かせているといっても

よい｡それゆえ､この地域の労働者が固く視軸こぼ､これ

はと思うような大企業の作業現場が多いのに気がつく｡

たとえば､建設業では業界のトップクラスである鹿島

建設､竹中工務店､清水建設､大成建設､大杯担､間

組､熊谷姐､銭高祖をはじめ､三井,前田､不動建設､

鴻池､野村､大束､森本､船村姐などの現掛こも入って

働いているのであるo

云うなれば､ピルや工場の建設･団地造成､地下鉄.

道路土木､そして､木造アパートや個人の住宅の町や工

事など､およそ建設現場と名のつくところには､この地

域の労働者が何らかの形で関与しているとも云えるo

製造業関係でも､八幡製鉄､ Ii崎製鉄､日本鋼管､住

友金属､神戸製鋼､日新蟹鍋､中山製鋼､淀)i慣鍋､丸
一鋼管､久保田鉄工､三菱重工など鉄鋼莱界の大手業者

をはじめ､東洋高圧､セントラル硝子､ダイキン工業､

住友セメント､大阪ガス､アサヒビール､サンドi)~､

さらに､日立造船､名村造船､大阪造船､霹永田造船な

ど､想像も出来加湿数多くの大企業の窮境で､工員手

元や雑役､荷役作業の仕事に従事しているo

おそらく､これら大企業の経営者は､この地域の労働

者が自分のところの現蛤で働いているなどとは､社外

工､下請工という形をとっているだけに､夢にも思わな

かったに違いない｡

次にこれらの事業所の労務者移送方法についてふれて

みたい｡

センターの寄勘､ら､求人を終えて作菜現時へ労働者

を移送する方法は､専業所が白から用意した事柄を用い

る場合が殆んとである｡

その事謡をみると､マイクロバスがふえ過半数近くを

占めろようになっていろ｡センター発足当時､トラック

や白タクによっていたのを思い起すと､格段の進歩を見

せたものだと思う｡しかし､まだ幾つかの事業所(建設

( 27t)



業が多のでトラックの荷台による移送が行われている

ことは､三輪トラックの荷台へ労勅書をつめ込んだため

に､移送中に横転事故を起した事例が幾度かあったこと

を考えると､こういった状態殻完全になくす必要がある

といえよう｡

この移送手段の状況を実際でみてみると､求人数が14

3件の2,761名の日の時､就労あっせん現場には別表Aの

ように､実に130台もの車輔が求人のために､ピーク時

にとま理事していたのである｡これを､昭和39年度に調査

した結果(B表-ただしこの時は､ 5am～9amの全数

顎査)と比較すると､トラックによる移送が大巾に減少

したことを示しており､この地域の労働者の人権がこの

面でま守られはじめていることを教えてくれる｡

さらに､大型パス､マイクロバスの増加忠､日雇労働

者の需要が､それぞれの事業所にとって信管的なものと

なってきたために専用のバスが必要となってきたからで

あると思われる｡あわせて云えることは､ 39年当時は港

湾関係の殆んとが､数多くの下請の組によって求人され

ていたために､白タクをどの乗用車による移送が圧倒的

に多かったのだが､港労法の実施によって下請の租が監

理範合されて､マイクロ､大型パス化が促進され､輸送

方勧ミしっかりしたものになったこともあげられる｡

一兵与良 aP ��

蒋iB'mI' ∧曾 

~婁 aSAi.I 

I秦 

大配慮良 

同条 

一一一1 --∴ -Bbm龍敢蝶l 

~手 

常用の促進-26件

日雇労働者から常用に安定させるための､常用促進の

貸付は本年度は26倍､ 260,000円､これを援助奨励する

ための同援助金支給Ii､ 28件､ 140.000円をそれぞれ支

出した｡

あいりん地区の日雇労勘書を常用化に好転させること

は､特に必要であることが痛感されるが､実際問題とし

ては非常にむずかしい｡その一つは心理問題である､常

用となれば'.定時常勤となるのだが､この地区の労働者

の多くは､自由というよりは､気ままな生活の習性iriま

まってしまい､常用労働のブタ内にはいたたまれなくな

る〇第こぼ経済的理由で.日雇が常用になると､一時に

は賃金が下がり､日給が月給に切りかえられる､その日

暮しの日雇には常用1月の生活のつなぎ資金にたちまち

困る｡

この困難を打開する万策として､センターは常用仕度

金として､ 10､000円を賃しつけ､無利子で10ケ月々臆で

返金､別に常用を祝う意味で､援助金5,000円を支給す

るシステムで､労働者に勧奨し､その資金は当年度は朝

日新田大阪厚生文化事業団､毎日新聞大阪社会事業団､

NH K年末募金(大阪共同募金会経由)から贈られた福

祉資金をこれにあてたのである｡

上記の成績は､前年度のわずか10件に比べると､倍以

上となっているが､それにしてもセンターに出入する労

且朔日

働音数に対照すれば､いたって少い実情にある｡雇用主

にも呼びかけて､常用した雇い主に雇用奨励金を支出す

ることにもなっているが､常用化されるケースはいたっ

て少ない｡常用定職に対する啓蒙活動が一層必要な現状

である｡

大よろこびの慰安会

0 62km四方の地域(通称愛膀地区)に約15.000人も

の労働者が生活していると推量される｡その大多数は､

誌欝.'霊.'器蒜器,:･:JSJ.a霊　C
でも慰安をほしい惑餉こびたることもあるだろう.

センターは昭和41年9月日雇労働者の恩安全として､

三角公国に野外演芸を企画し､ TV､ラジオ等に出演す

る人気タレントの出演と舞台設営を芸能社に依頼､第1

回の｢労務者演芸の夕｣を開催した｡このとき､公国に

集った労務者は2,000名を越し,これを喜んだ労務者は

翌日センターを訪れて､この種の催物を毎月1回献開催

するよう要求があった｡三角公園でah地元の防犯コー

ナー､地区対策協議会等の有志によって多彩な慰安の催

しが開かれるので.センターは予算のこともあり､年に

3回開催したいことにし､昭和42年度はi_月､ 9月､ 10

月の3回を西成聾豪富共賓で開催したが,毎回とも2.00

0名を越す盛況で日屈労働者､市民に喜ばれた｡
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庶　　務　　日　　誌

4　5　大阪府監査専務局監査第二課技術第二係長菅野

昌一氏､同建築部営繕課工事第一係長真宮透氏

ら寄場内洗溜悔.手洗場､物干し場竣工検査の

ため来所

20　あいりん地区現地対範憩議会

同会はあいりん会館､西成暫東署､今宮診療所

当センターのほか保健所､西成労働出毅所､国

鉄､南海電鉄新今宮駅､西成消防署等現地公的

機関の責任者が会合して､情報の交換､対策の

推進等について打合せるもので､毎月第三木曜

日に開催される｡

22　労働者慰安演芸大会を5時30分から8時まで三

角公園で開催､労働者や-扱観衆約2千名

25　松尾専務､小川総務､出田職業紹介両部長大阪

府労働部に新設された職業対策課に挨拶と業務

打合せのため出窓

26　西成区役所主宰対策協議会に機尾専務､小)ii総

務､吉岡厚生面部長出席

5　9　小ji騰萌部長､西沢主導､住友生命本社出張､遵

奉会開脚こついて庶務課斎藤､中野氏らと打合

(29)

16　大阪府経理予備監査

17　あいりん会館で開催の西成地区医療社会学懇談

会に吉岡厚生部長出席

18　あいりん現地対錆懇談会(午後2時)

23　大阪府盤理監査

25　理事会(住友生命保険相互会社) 11階会議室午

後2時芦田理夢長､松尾専務理尊､林､四宮､

伊藤､栗山各理事､山本(代理.大槻) ､畑

中､関(代理小川)各監事出席

26　大阪府議会社会党議員山本敬一､大台辰男､同

市喜三郎､原田栄､井上多三部､藤井昭三､馬

場伊太郎､瀬畑瑞､東田保の各氏大阪府労働部沼

田次長､大槻同職業対策課長､同庄課長代理､

近藤対策係長ら午前6時20分西成暑訪問､同署

片庭防犯コーナー室長､同山本係長等の誘導に

よりセンター就労あっせん現場視察､同7時30

分より約.30分センター会議室で枠尾専務理事よ

りあいりん地区の労働昔の実情説明を聴取､懇

談

29　小川総務部長大阪府庁に出張､山本労働部長､



大貫同管理課長､大槻対策課長と協議

6　2　午後9時15分すぎ､労務者をまじえた詩集によ

る騒動がぽっぱっ｡

同夜あいりん地区東大船町で.一労務者の無銭

飲食がきっかけとなり授石騒ぎが起きた｡ -時

間後約2 , 000名の詳集に西成署警備本部鮭約800

名の警官を動員､三日午前一時過ぎ一応さわざ

はおさまった｡

3　午前1時､山本大阪府労部長､大槻同職業対策

課長､庄園課長代理､馬場課長補佐等来所､騒

動の遭遇について松尾専務､吉岡厚生蔀長らよ

り､情報を聴取､警戒対錦こついて打合せ指示

を与えた｡

4　3日目､夜9時15分センター向いの民家がのき

なみに暴徒におそわれ､ガラス､マト､板戸等を

破壊され､騒ぎは悪質化､センターの窓ガラス

二ヶ所がわられた｡

5　関大阪市民生局長､斉藤あいりん館長､北田園

主査来所｡大阪府労働蔀管理課青木経理係長､

同府掻田営繕課長代理来所｡松尾専務府庁に出

護､労働部長､同対策､業務､管理各課長と釜

ケ崎事件対処その他について打合せ｡夜警察機

動隊300名､騒ぎに対するためセンター裏庭で

待機｡

8　松尾専務府庁で府労働部長,同対策課長らと打

合せ

9　労働省職安局失対部塩田企画課長､大枚府職業

対策課長､庄課長代理祝祭｡

15　あいりん現地対策憩教会

21大阪市社会医学研究会に吉岡厚生部長出席

23　センター職員親睦会信貫山で行う｡

24　大阪地方職業安定審議会梶原委員長ほか7名大

規対範課長､馬場課長補佐ら祝祭､松尾専務の

報告と説明を聴取懇談約1時間｡

30　放屁専務､小Iii総務部長府庁で対策課長らと打
A.
口

7　4　西成区市民課長吉井邦雄氏新任誤拶に来所

5　西成労働出張所矢部前所長､新住所良法Iii修氏

挨拶のため来所

6　西成区役所西田前庶務課長､中筋前福祉事務所

長退任挨拶のため来所

7　中西大阪港職安次長､浅川西成労働出張所長来

所専務打合

10　同志社大学､大学院学生10名見学(青江教授引

卒)

11変廃館前主査北田信男民､同新任伊地知六夫氏

挨抄のため来所　　　　　　.

田即日

20　あいりん現地対策憩議会

26　校尾専務住友生命本社へ芦田理事長に業務報告

8 15　厚生省社会局山下生活課長､大阪市民生局小川

福祉課長､桜井同主幹らと視察

21府主催パス輸送打合会(捜林会箸)に松尾専務

出田職業紹介部長出席

29　昭和43年度予算書琵出

9　5　労働省訓練局訓繚課長輔佐水田彊夫氏祝祭

8　松尾専務､出田職業紹介蔀長､科学技術センタ

ーで開催の日雇港湾労勘考パス輸送業務打合せ

会に出席

12　労働省職業安定局失業対策部企画課米川労働係

長センター業務視察の上､詳細な打合せを行

う｡

13　山谷労働センター所長恩田進賞氏早朝観察

13　台風22号紀伊半島をかすめながら東海関東地方

方に伺う公算

21あいりん現地対策懇談会

22　大阪港港湾センターで開催のパス輸送打合せ会

に松尾専務出席

26　大阪府立大阪社会事業短期大学学生80名見学

0　2　港湾労働着正制と指導員打合会議

14　労働災害休業禰償研修会を開催｡

16　センター職員の健康診断(西成保健所) ｡

18　社会医学研究会に吉岡厚生部長出席

19　あいりん現地対策懇談会

20　センター磯貝の健康診断｡愛隣地区物故労務者

慰霊祭に松尾専務出席

25　日本リサーチセンター取締役経済調査部長安永

武邑氏大阪府企画部主査豊島良三民ら7名視察

26　大阪府監査｡

ll 2　中央職業安定審議会委員加藤忠由､岡田謙二､

諾諾譜議案職務指謀々長く　仁
7　大政出稼援護相談所長大山室一氏祝祭

9　港湾労働識軽委員兼田富太郎､古賀燕､大久保

秀雄､高鳴四庫雄､尾形匿､吉永米助､総理府

足立参事官､角田課長葡偉､池田係長､労働省

保科業務指導課長､相原係長ら視察

16　財団顧問中山正善氏死去に付き理事長名にて弔

電を発す｡

16　あいりん現地対策憩談会

27　校尾専務､出田職業鯉介部長玉出府税事務所で

開催の大阪府､市共同､綜合労働福祉センター

建設説明会に出席

29　厚生部i'友の会ミ受付開始

30　要陵会舘で開催の西成年末対策打合会に根尾専

務､出田､冨岡両部長出席

12　8　松尾専務共屈募金会事務所に寄附金使途報告

11日雇労拗音保険加入説明会を開催､出席業者10

数名

14　センター職員インフルエンザ-の第1回予防注

射

18　横尾専務､西成区長室で調健のあいりん対策協

議会に出席

21あいりん境地懇談会

26　校尾専務,住友生命にいたり理事長に業務報告

27　群書専務､共同募金委員会､朝日新聞厚生専業

団､毎日新聞社会事業団に年末義金受配に出寂

1 17　社会医学研究会に吉岡厚生部長出席

24　調査立法考査局労働課､城哲也氏午前6時就労

情況祝祭

2　1大阪港職業安定所新庄所長直氏､岡田前所長挨

拶のため来所

9　雇用促進事業団高橋芳夫技術長視察､同大阪支

部誉田暮清庶務課長所任挨拶のため来所｡労働

省米IIi労働係長､大阪府労働部近藤鶴崎策係

長業務打合せのため来所

14　松尾専務､府庁で対策課Iii畑課長徳佐､近藤係

長､伊藤班長と予算打合せ

16　大阪港湾労働者指導員打合せ会議

21松尾専務労働省職業安定局失業対策部塩田企画

課長のあいりん対策懇談会に出席

22　労働省職安局塩田企画課長､雇用促進事業団調

査役柳田修養氏､大阪府労働部大槻特別対策課

長､同大貫管理課長ら視察､長時間にわたり松

尾専務と業務打合せ

3　6　井戸､大波労働出護所長来所

19　雇用促進事業団技術長高橋芳夫､束瓶建築事務

所収賄役松永崇志氏ら視察

29　新任西成警察署長中jii敬氏､新任南警察署長(元

西成警察署長)故障勲氏挨拶のため来所
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